
患者獲得のため競争があるので、顧客満足はヘ

ルスケア・ビジネスにとって考慮すべき重要な要

素になりつつあり、病院管理者は顧客や患者が体

験したことについての話を聴きたがります。園芸

療法実践者や彼らの働く介護施設にとっても同じ

ことが言えます。価値観や嗜好に関する対象者や

家族の要望に対して、介護者からの情報や実践者

の知識をベースにした全体的な専門知識から、

個々の対象者へのオーダーメイド治療戦略を支援

することができます。事例的エビデンスは次のよ

うな形で得ることができます。対象者が話す自分

についての話や情報から、対象者からの自己記入

評価用紙から、ガーデンでの体験に対する反応を

対象者やユーザーが書くため施設に置かれた日誌

から、参観する家族やスタッフからのコメントか

ら入手できます。

経済的課題がヘルスケアの財政的先行きを圧迫

するにつれ、患者とスタッフの満足度は、管理者

にとって重要な要素となりつつあります。この中

には質的研究により測定できるものもありますが、

多くは事例的エビデンスによって実践者に伝えら

れることが多いです。写真は、患者が病院のガー

デンでの体験について療法士に話しているようす

です。

入院中にガーデン環境を経験した対象者や家族

から、彼らがより穏やかでストレスが少ないと感

じていることを知ることは、自然環境にはいるこ

とが不安やストレスを少なくするのに役立つとい

う実証的エビデンスを裏付けます。オーバーワー

クのスタッフが「ガーデンを歩くといい気持にな

れる」と報告した場合にも、自然環境での短い散

歩がいかにプラスの健康効果を生む可能性がある

かについての重要な主観的フィードバックとなり

ます。

以下のスライドでは、文化的、地域的、宗教的

違いに関する個別のニーズに合わせるのに役立っ

た事例的エビデンスを利用した事例をご紹介しま

す。



社会経済的地位の低いコミュニティに暮らす

さまざまな高齢者グループとの経験から文化の

違いを尊重することを学びました。ドイツ出身の

ある男性： ガーデンと栽培については「何でも」

知っているので、グループに加わるのが嫌だった。

そこで彼をグループに参加させるために、私たち

が勉強している植物のドイツ名や彼の家族の好

きなビーツやキャベツの調理法、子どもの頃の食

べ物について、私たちと一緒に話すよう彼に求め

ました。彼のユニークな体験は、グループ全体に

とって極めて重要な学習となり、それから議論の

多くに他者の文化の違いを取り入れることがで

きました。まもなくこの新しいメンバーは、ため

らいなく毎週グループに参加し、ガーデンの水撒

きに貢献できることを誇りとし、新しいことを学

ぶこといつも喜んでいました。

これは事例的情報を利用して注意の方向を変

え、みんなにとってプラスの経験を生み出した事

例です。地域の違いを尊重した事例です。

アラバマ州出身のアフリカ系アメリカ人の年配

の女性が奴隷制度のことばかり話し、アメリカで

は今もなお弾圧が続いていると信じていました。

私は南部で暮していた頃の彼女の思い出や手入れ

をしていた庭について尋ねることによって、彼女

の関心の方向を変えました。すると、彼女は奴隷

制度の話からすぐに抜け出して、育てていたサツ

マイモについてグループに話すようになり、他の

アフリカ系アメリカ人がサツマイモを食べた思い

出話をするようになっていきました。そのことが

きっかけで、彼らの興味と経験は、後のジャガイ

モについて勉強するセッションにつながりました。

次の事例は宗教の違いを尊重する事例です。対

象者が祝日についての思い出を語る場合、彼らの

話を聴くことにより実践者は人々の宗教的習わ

しとのつながりをいろいろ知ることができます。

違いに敏感であることは、適切に、かつ威嚇的に

ならないようにしてさまざまな習慣を祝う助け

となります。特に祝日の間は、宗教的な好みや習

慣に敏感であることが重要です。クリスマスはア

メリカでは国をあげてのビッグイベントですが、

すべてのアメリカ人が認める祝日ではないです。



そのためこの時期にセッションプランを立てる

とき、私はクリスチャンの祝日であると認識する

ものの、グループの注意は冬という季節に焦点を

合わせます。私は同時期のユダヤ人の伝統である

ハヌカーも受け入れ、それについて学び、話し合

うこともします。同様に、アフリカ系アメリカ人

の祝日、クワンザを理解し、それを祝うことで対

象者の嗜好と価値観に敬意を示すこともします。

考慮すべき 3 つめのタイプは経験的エビデンス

です。多くの要素が組み合わさり、融合して経験

的エビデンスは成り立っています。長年の実践と

人生経験に基づく、実践者の直感力を考慮に入れ

る実践者の経験全体を含むエビデンスです。

経験的エビデンスは、長年の園芸療法実践に基

づく実践者の直感力を考慮に入れたものです。直

感力は園芸療法実践者が持っておくべき重要な

特性です。直感力は園芸療法の実践を自然科学で

あると同時に人文科学にもしている。直感力が特

に必要となる状況とは、実践者の経験の中に前例

がない状況や、その場で決断しなければならない

状況が発生した時に必要です。思いがけない対象

者のニーズに合わせるため、予定していたセッシ

ョンを逸脱する必要がある状況のことです。人生

経験と鍛錬を利用して、園芸療法実践者は予定し

ていたセッションを変更したり、修正したりする

ことができます。

新たな状況に対してフレキシブルで、オープン

(広く受け入れる姿勢でいる）であることは、実践

者の専門知識の一部です。

私の高齢者園芸療法グループで経験した事例

をご紹介します。

セッション開始直前、ガーデン・グループのメ

ンバーであるグレースが私にひとつの鉢の植え

替えを依頼してきました。私はその時、植物への

彼女の関心を肯定することは大切だが、「彼女を

手伝う用意がない」と優しく境界を引くことも大

切だと感じました。しかし他のメンバーが集まる

につれ、グレースの植物は会話の中心となってい

きました。そこで、私は用意したセッション・プ

ランを変更し、グループでその植物に必要と思わ

れるものを診断することにしました。グループの


